
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

穴馬紙すきにチャレンジ！ 

 ～和泉小児童が穴馬紙で卒業証書作成～ 

 

 

和泉公民館では、和泉地区の伝統文化である「穴馬紙」を継承し後世に引き継いでいくため、

「穴馬紙すき講座」を開催しています。講座は全５回で、これまで穴馬紙の材料であるコウゾ

の刈り取りや皮はぎなど３回開催しました。２月は２回の開催でコウゾの繊維ほぐしを行い、

今回、最終工程である紙すきを行います。和泉小学校の５・６年生が第１回から全工程に参加

し、５年生１人は葉書を、６年生５人は自らの卒業証書にするための紙すきにチャレンジしま

す。 

講師は、穴馬紙の伝統を守るために発足された地元の有志「穴馬紙大すきの会」です。 

つきましては、当日の取材をよろしくお願いします。 

 

記 

 

１ 日  時     ２月１７日（水） 午後２時～４時 

         

２ 場  所    和泉公民館 

 

３ 内  容    和泉小学校児童が伝統文化の穴馬紙で自らの卒業証書にするための紙すきを実施 

 

４ 講  師  穴馬紙大すきの会 

 

 

 

報 道 資 料 

【発信日】令和３年２月９日 

【問合わせ先】 

 和泉公民館 

  担当者名 谷、柿本  

  電話 0779-78-2110 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 九頭竜紅葉まつりで秋の味覚と大自然を満喫しよう！  

～福島県相馬市も初出店 来訪者へ相馬市産の梨を無料配布～ 

 

 

 

和泉地区の壮大な紅葉の中、地域の特産品や農林産物の販売、ステージイベントやその他多彩な

催しで観光客の誘客による交流人口の拡大や地域の活性化を目的にみだしの行事を開催します。 

つきましては、一般市民をはじめ、多くの皆さんにご来場いただきたく、事前周知と当日の取材

をお願いいたします。 

また、新たな取り組みとして、福島県相馬市が初出店し、相馬市の特産品ＰＲとして梨（新高）

を１人２玉で両日２００人に配布します（配布時間：午前１１時～）。なお、この企画は、本市と

相馬市が平成２５年７月に災害時相互応援協定を結んでいることがきっかけで実施するものです。 

 

 

 

 

 

記 

１ 日  時    １０月２９日（土）・３０日（日）両日とも、午前９時～午後４時 

２ 場  所    九頭竜国民休養地（大野市角野） 

３ 主  催    大野市、まつり実行委員会 

４ 内  容    紅葉市場、紅葉ステージ、遊びの広場、化石発掘体験 他 

５ 来 場 者  市民、観光客（昨年の人出は 65,000人） 

６ そ の 他  詳細は別添のチラシをご覧ください。 

 

 

報 道 資 料 

【発信日】平成３１年●月●日 

【問合わせ先】 

 大野市役所（2階 21番窓口） 

 企画総務部政策局秘書広報室  小林、鈴木 

電話 0779-66-1111 内線 2526 

・市庁舎外の所属については、施設名を記入してください 

→例）大野市教育委員会（学びの里めいりん内） 

・問い合わせ先に、課室長名・担当者名を入れてください 

 

タイトルは太枠□で囲み、強調します 

報道機関は、新しい話題を求めています。例年実施しているイベントであれば、

目玉企画をサブタイトルに入れるなど、タイトル表記の工夫をお願いします 

・新しい企画の紹介や、それを行う理由、目的などを記載してください。 

・行事の紹介だけでなく、なぜこのイベントをするのか、例えば、「越前おおの

総ブランド化の一環」、「地方創生を目指し、市の人口減少対策の一環」とし

てなどを入れると、記者は記事にしやすいです 

内容にもよりますが、「いつ（When）」「どこで

（Where）」「誰が（Who）」「何を（What）」「な

ぜ（Why）」「どのように（How）」の５Ｗ１Ｈの

要素で構成をお願いします 

使用事例 



 

 


